











A Report on the Mathematical Achievement Test
at Tokyo Metropolitan College of Industrial Technology Ⅵ
Koji KUBOTA
Abstract : In a technical college, mathematics is a very important element of engnieering. In order to have a suitable class in
mathematics for technical college student, teachers must know what level of mathematics the first year students have attained.
This paper reports the results of the achievement test since 1995 which covers the mathematics which the first year students
have to understand.





























(3) ( )−3 3+( )−2 2 (4) 3
1
+ 5
4×B C− 21 (5) 8− 24 (6) 4 3−B C6− 2 8
2. 次の式を簡単にせよ．





(1) ( )x+3 2−( )x+3 −20 (2) x2−5xy−6y2
4.　次の方程式を解け．




(4) (x+2)2−3=6−2( )x+2 2 (5) x2−5x+3=2−x2 (6) x2+3x=x+2
5.　次の不等式を解け．
(1) 3( )1−x >x+15 (2) 3
x+2− 4
2 x−1?1







9.　 y=2x2 と y=−4x+6の交点の座標を求めよ．
10.　「不等号」を用いて，次の①，②の文章を数式で表せ．
① 未知数 x の２乗に３を加えると，９より小さい．
② 未知数 x と１の和を３乗したものは２７より大きくない．
11.　２つの直線 y=2x−5, y=−2x+7の交点と点 ( )4, 7 を通るような直線の式を求めよ．
　学力検査入試の倍率と学力調査テストの平均点の関係について見る．これを表にしたものが次の表１である．
表１　倍率と平均点
倍率 平均点 倍率 平均点 倍率 平均点 倍率 平均点 倍率 平均点
1995 1.64 84.3 1.55 82.8 1.78 86.5
1996 1.71 83.1 1.77 80.7 0.88 79.1 3 89.6 1.16 85.5
1997 1.81 78.7 1.44 76 1.75 78 2.84 83.5 1.56 80.6
1998 1.88 67 1.84 65.4 0.88 63 3.13 72.8 1.69 68.3
1999 2.14 1.78 2.59 2.72 1.81
2000 2.24 71.7 2.02 71.4 2.13 71.3 3.03 72.8 2.03 71.4
2001 1.74 76 1.42 73.5 2.09 80.3 2.91 78.9 0.88 73.6
2002 1.86 77.6 1.52 75.3 1.41 75.3 2.28 82.3 2.56 80.3
2003 1.74 73.9 1.58 72.3 1.78 68.2 2.03 79.1 1.72 78.2
2004 1.42 67.8 1.22 65 1.18 70.1 2.06 72 1.41 67.6
































































































































　 ① 中学校の授業で 74.5％
② 塾で 54.8％
③ 自分で本を読んで  4.3％





















学科 全体 機械 生産 電子情報 電気
x2+3x=x+2 65.4 62.4 63.4 70.0 69.0
( )x+2 2− ( )2x+1 =5 54.3 51.8 51.2 62.5 54.8
正答率の差 11.1 10.6 12.2 7.5 14.2
　過年度の報告[5]，[6]で，多項式を文字で置き換えることができなくなっていることを報告したが，２次方程式に関
する次の結果も１つの傍証となる．次の２次方程式




表３　 ( )x+2 2−3=6−2 ( )x+2 2の正答率の変化
年度 2003 2004 2005 2006 2007 2008






















　グラフにおいて(1)は，1996年度から2002年度までは，−3 ( )x−1 >x+15という問題の正答率であり，2003年度から


































一段と簡単になってきたように思われる．たとえば，導要領改訂前はB C− 2x 3×B C− 31 y 2のように多少複雑と思える指
数計算も含まれていたが，改訂後の教科書では係数が整数の場合が多く，ざっと見た中で一番複雑だと思われるものが




(1) 12ab3÷ ( )−2b 2 86.5 80.7
(2) 18B Ca3b2 3÷B C−3a4b3 2 44.8 46.7
















(1) 85.0 86.6 74.7
(2) 28.5 31.6 20.4
　この正答率から，(1)のように素直な関係式は数式に直すことができるが，「～より小さくない」といった表現は学生
には難しいことがわかる．工学において，適切に問題を数式に変換するためにはこのような力も必要であり，計算技能
が低下する中で，このような力をどうやって学生に身につけさせていくか，数学に科せられた課題は非常に多いことが
わかる．
７．まとめ
　学生の基礎学力調査は，本来であればそれほど大きな変化がないまま経過していくのが普通であるが，指導要領の改
訂という大きな外的要因により，過年度の研究報告では非常に変化に富んだ結果を導くことができた．現在，さまざま
な批判によりその見直しが行われているようであるが，以前報告した結果と比べて，この数年間でどのような変化がみ
られたかを，1995年からの結果を振り返りながら報告した．大まかな結論を言えば，以前に報告した結果はそのまま継
続しており，本校の場合には，倍率の低下という要因もあり，基礎学力が一層低下しているという結論が導かれてい
る．高専の場合には，そのような中で工学で必要となる数学を使いこなせるところまで，学生の力を引き上げていくこ
とが要求され，カリキュラムや教材の一層の工夫が必要となっていることが結論づけられる．
　このように長期にわたって基礎学力調査が続けられているのも数学科の協力があってこそであり，さらに，倍率と基
礎学力の連動が１年遅れて発生することの示唆は澤田准教授から，文章を数式で表現する技能についての問題は篠原准
教授からそれぞれいただいている．都立産業技術高専品川キャンパスの数学科の先生方の多くの協力に感謝をいたしま
す．
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